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一
般
質
問

一
般
質
問

今
後
の
「
合
併
浄
化
槽

本
体
設
置
」
の
普
及
推

進
策
は

須
藤
典
夫
議
員

　環
境
保

全
、
快
適
な
居
住
環
境
を

推
進
す
る
う
え
で
、
合
併

浄
化
槽
本
体
設
置
工
事
及

び
現
在
個
別
で
管
理
さ
れ

て
い
る
合
併
浄
化
槽
の
維

持
管
理
費
も
町
の
管
理
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

西
田
環
境
整
備
課
長

　平

成
１０
年
に
「
生
活
排
水
処

理
基
本
計
画
」
の
見
直
し

を
行
い
、
早
期
普
及
を
図

る
た
め
に
補
助
金
を
大
幅

に
引
き
上
げ
て
い
る
。

　改
定
前
は
７
人
槽
の
補

助
金
限
度
額
が
６６
万
５
千

円
で
あ
っ
た
も
の
を
１
１

０
万
円
と
大
幅
に
引
き
上

げ
た
。
さ
ら
に
外
回
り
工

事
も
対
象
と
し
て
い
る
。

　こ
の
改
正
に
つ
い
て
は

各
地
区
で
説
明
会
を
開
催

し
、
浄
化
槽
は
個
人
の
所

有
物
と
し
て
町
民
の
皆
様

か
ら
理
解
を
得
て
い
る
。

須
藤
議
員

　合
併
浄
化
槽

の
維
持
管
理
が

適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
は
町

の
役
割
と
も
い

え
る
。
義
務
的

経
費
に
な
っ
て

い
る
法
定
検
査

料
５
０
０
０
円

は
町
で
負
担
で

き
な
い
の
か
。

環
境
整
備
課
長

　法
定
検
査
に

つ
い
て
は
個
人
が
持
っ
て

い
る
施
設
の
今
の
状
況
を

把
握
す
る
も
の
で
あ
り
、

個
人
の
方
で
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

町
所
有
地
、
上
台
峠
の

　
　有
効
活
用
を
急
げ

須
藤
議
員

　平
成
１３
年
に

（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
復
興
計

画
事
業
）
用
地
の
目
的
で

取
得
し
た
上
台
峠
の
町
有

地
の
活
用
が
進
ん
で
い
な

い
。
課
題
と
さ
れ
て
い
た

高
規
格
道
路
の
路
線
も
決

ま
っ
た
。
そ
れ
と
隣
接
す

る
１３
号
線
の
交
通
上
の
安

全
面
で
課
題
と
し
て
い
た

拡
幅
計
画
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。
今
後
の
実
施
計
画

は
ど
う
な
る
の
か
。

環
境
整
備
課
長

　ア
ル
カ

デ
ィ
ア
復
興
計
画
事
業
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
家
イ
ザ

ベ
ラ
バ
ー
ド
が
山
形
の
美

し
さ
や
豊
か
さ
を
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
と
絶
賛
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
県
の
「
２１

世
紀
の
県
土
づ
く
り
」
の

趣
旨
の
下
「
田
園
を
眺
望

す
る
み
ち
」
と
し
て
取
り

付
け
、
道
路
や
駐
車
場
、

ト
イ
レ
の
整
備
を
計
画
し

て
の
用
地
取
得
だ
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
現
在
、

国
道
の
整
備
の
あ
り
方
は

高
規
格
道
路
整
備
が
優
先

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
上

台
地
区
の
改
良
工
事
は
難

し
い
。

　国
道
の
右
折
レ
ー
ン
の

設
置
を
町
が
行
う
に
も
多

額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
現
段
階
で
は
着

工
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

町
長

　求
め
た
土
地
で
あ

る
の
で
活
用
で
き
る
よ
う

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
行

く
。
ま
ず
は
高
規
格
道
路

の
整
備
を
い
ち
早
く
進
め

る
こ
と
が
課
題
を
解
決
す

る
策
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

個
人
所
有
の
た
め
個
人
負
担
で

合
併
処
理
浄
化
槽
管
理
費
負
担
を
町
で

寒
河
江
宏
一
議
員

　金
山

町
で
は
平
成
２４
年
度
か
ら

「
街
な
か
公
営
住
宅
」
２０

棟
の
整
備
事
業
を
「
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
環
境
の

充
実
を
図
り
少
子
化
の
流

れ
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を

強
化
し
、
人
口
減
少
を
抑

止
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
」
と
の
考
え
で
、

４
つ
の
目
標
を
立
て
て
進

ん
で
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、

大
規
模
な
造
成
や
団
地
に

よ
っ
て
偏
り
の
あ
る
年
齢

構
成
を
作
り
だ
す
こ
と
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
度
十
日
町
地
区
に
１
４

６
７
６
・
０
３
㎡
土
地
を

町
が
取
得
し
て
「
定
住
促

進
住
宅
」
団
地
化
の
整
備

事
業
計
画
を
進
め
る
が
、

町
の
施
策
に
変
化
が
あ
っ

た
の
か
。

町
長

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
は
必
要
だ
が
、
こ
の

度
十
日
町
に
取
得
し
た
土

地
に
つ
い
て
は
、
団
地
化

で
は
な
く
公
営
住
宅
法
に

よ
ら
な
い
住
宅
整
備
を
し
、

所
得
に
関
係
な
い
住
宅
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

金
山
に
多
く
の
方
々
に
住

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
、

目
的
に
し
て
お
り
計
画
変

更
で
は
な
い
。

十
日
町
の
取
得
地
活
用
は

寒
河
江
議
員

　新
た
に

「
街
な
か
公
営
住
宅
」
用

地
を
取
得
し
な
く
と
も
、

十
日
町
地
区
に
取
得
し
た

膨
大
な
土
地
に
来
年
度
で

最
終
年
度
と
な
る
４
棟
を
、

建
設
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

町
長

　建
設
予
定
地
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
来
年
度
で
最
終

年
度
の
「
街
な
か
公
営
住

宅
」
整
備
事
業
は
、
今
後

も
数
は
減
る
が
国
と
協
議

を
し
な
が
ら
建
築
す
る
考

え
で
あ
る
。

 

定
住
促
進
住
宅
の

　
　
　
　
　

  

計
画
は

寒
河
江
議
員

　「
定
住
促

進
住
宅
」
団
地
化
整
備
事

業
を
い
つ
か
ら
実
施
す
る

計
画
な
の
か
。

町
長

　平
成
３１
年
ま
で
の

計
画
と
な
る
が
、
過
疎
債

を
活
用
し
な
が
ら
財
政
計

画
と
の
整
合
性
を
取
り
な

が
ら
早
期
達
成
で
き
る
よ

う
に
努
力
を
す
る
。

街
な
か
公
営
住
宅

入
居
者
か
ら
の
意
見
は

寒
河
江
議
員

　現
在
、
街

な
か
公
営
住
宅
に
入
居
し

て
い
る
方
々
か
ら
カ
ビ
等

に
関
す
る
意
見
は
な
い
の

か
。

西
田
環
境
整
備
課
長

　最

近
一
部
の
住
宅
内
に
カ
ビ

の
発
生
が
あ
る
。
原
因
に

つ
い
て
は
、
住
宅
の
高
気

密
化
に
よ
る
暖
房
関
係
と

考
え
て
お
り
、
今
後
暖
房

換
気
に
関
す
る
ル
ー
ル
等

に
つ
い
て
設
計
者
や
業
者

の
方
々
と
検
討
し
て
い
る
。

町
長

　２４
時
間
換
気
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
て
お
け
ば
、

カ
ビ
の
発
生
は
通
常
あ
り

え
な
い
。

 

定
住
促
進
住
宅
の

　
　
　入
居
見
込
み
は

寒
河
江
議
員

　「
街
な
か

公
営
住
宅
」
整
備
事
業
で

の
２０
棟
、
「
定
住
促
進
住

宅
」
団
地
化
の
整
備
事
業

計
画
１４
棟
、
１０
世
帯
の
単

身
住
宅
の
入
居
見
込
み
に

つ
い
て
伺
う
。

環
境
整
備
課
長

　「
定
住

促
進
住
宅
」
に
つ
い
て
は
、

整
備
基
本
計
画
を
策
定
予

定
で
あ
り
住
宅
建
設
件
数

に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

住宅政策  空き地活用
  から団地化へ  なぜか

回
答

施策に変更なく人口減少をくい止めるため回答

上台峠町有地入口

合併浄化槽設置工事

寒河江 宏 一 議員 須 藤 典 夫 議員

「定住促進住宅」計画予定地（十日町）


